
関連するその他の観光圏事業
ａ－２．宿泊滞在プランの開発・提供

　ｂ－２．体験プログラムの開発
　ｂ－３．着地側旅行会社の育成
　ｂ－４．着地型旅行商品の開発

　Ｃ－１．共通乗車船券の発行
　Ｃ－２．周遊バスの運行

◎

宿（主に旅館）

客室

食事

①ばらす

②まとめる（＋α）

●連泊滞在の仕組みづくり

（例）泊食分離など

●各種サービス（体験プログラム等を含む）
の追加

〈
×

個 皆 で

ポテンシャルの拡大

“基本”の料金

△
　　　　　　　　　（サービス）

１．自己紹介
　　－　よその観光地から見れば、皆さんも立派なターゲット

皆さんの旅行観、印象に残っている旅行、これからしたい旅行を教えてください。

２．宿のアピール
　　－　誰をターゲットにどんな工夫を凝らしていますか。皆さんの宿の特徴を教えてください。

３．五感に訴える宿泊滞在プランの素材だし

ホテル・旅館

■第１回 ３月１１日（水）　１３：３０～１５：３０　／山梨県立富士ビジターセンター 研修室
・「ホテル・旅館」、「民宿・ペンション」の合同勉強会とする。
・内容 ①「宿泊滞在プランの開発・提供」事業の説明

②宿泊滞在プランの紹介
・全国（富士山・富士五湖観光圏を含む）で取り組まれている主な「宿泊滞在プラ
ン」について紹介する。

③ワークショップ
　　　　　　　　　「富士山・富士五湖観光圏ならではの宿泊プランを考えてみましょう！」

民宿・ペンション

■第２回
３月１６日（月）　１３：３０～１５：３０
富士山レーダードーム館 研修室

・内容
①ワークショップ

・「宿泊者向けのサービスや宿泊プラ
ン」の作成にあたり大切なことは何で
しょう。

■第３回 ３月２３日（月）　１３：３０～１５：３０　／山梨県立富士ビジターセンター 研修室
・「ホテル・旅館」、「民宿・ペンション」の合同勉強会とする。
・内容 ①「おすすめ、宿泊滞在プラン」の原案作成、提案

②平成21年度以降の展開について

■「宿泊滞在プランの開発・提供」事業の周知
・平成20年度の検討結果及び今後の予定等を、「富士山・富士五湖観光圏整備推進協議会
ホームページ」上にて公開し、観光圏内の宿泊施設への事業の周知を図る。

■第２回
３月１６日（月）　１８：３０～２０：３０
富士山レーダードーム館 研修室

・内容
①ワークショップ

・「宿泊者向けのサービスや宿泊プラ
ン」の作成にあたり大切なことは何で
しょう。

■素材の一例

目（視覚） 鼻（嗅覚） 耳（聴覚） 口（味覚） さわる（触覚）
NO （ふれあい）

1 自然②
空気のすがすがし
さ

自然の風の音
生産者の見える食
材

オーナーの得意技

2 山々 春夏秋冬の香り 富士山信仰 地産地消　野菜
宿泊関係者の特
技

3 富士山⑤ 花 浅間神社 無農薬野菜
宿の人との心のふ
れあいができる

4 眺望（富士山） ハーブ園 コンサート 水掛菜 畑での収穫体験

5 紅富士 バラの香り

お宿の音楽ホー
ル、公共・民間の
音楽ホール（と、そ
の歴代の利用者）

くれそん エコツアー（農園）

6 ダイヤモンド富士 お香 音楽
（高原）野菜→サラ
ダ

マスのつかみ取り

7 赤富士
バースデーソング
（演奏）

ヤーコン茶
乳搾り、乗馬など
の家畜とのふれあ
い

8 富士山の表情 オーディオ 井戸水（天然水）
動物とのふれあい
富士急ハイランド
体験コーナー

9 赤富士
バナジウム水（富
士のわき水）

鳥、虫などの生き
物

10 富士山の表情 甲州牛 サイクリング

■宿泊滞在プランを考える

宿泊施設（特に旅館）の価値（料金）は、「客室（室料）」
と「食事（料）」の組み合わせです。
宿泊滞在プランを考えるとは、①いかにばらすか（泊食
分離など）、②いかにまとめる（＋α）かを検討するとい
うことです。
今回は②の手法をもって、個ではなく皆で取り組む各
種サービスを検討し、地域としてのポテンシャル拡大、
イメージの確立を目指します。



－高い付加価値・サービス（ショー、お風呂の開放等）
－イベント（宿、地域）、スポーツ、エンターテイメント・遊園地、体験
－お得感、期待感、サプライズ（の連続）、お客様に喜んでもらえる仕掛け・プラン、ターゲ

ット（＋地元向け）、徹底
－動線（二次交通）、情報発信
（魅力素材）無農薬高原野菜、スイーツ
（体験／ツアー）体験型修学旅行向けプログラム（ほうとう作り、そば打ち等）、エコツアー
（大イベント）巨大なほうとう鍋／（小イベント）お酒の勉強会
（その他）一般写真家ギャラリー、撮影ポイントデータベース

１．配布資料の確認
２．前回（３／１１）の振り返り
３．ワークショップ　－　２班に分かれて、もっとお互い（敵？、味方？）を知ろう！

・お客様に喜ばれた宿泊者向けサービス、宿泊プラン
・失敗した宿泊者向けサービス、宿泊プラン 等々

→ どんな視点で、誰を対象に、そのサービスやプランは作ったのか。
→ やってみて、結果は、改善点は？

◎宿泊者向けサービス、宿泊プラン作成にあたり、大切なことは何でしょう？

●これまでの宿泊プランは大きく４つ（イベント、ス
ポーツ施設、エンターテインメント施設との組みあ
せ、地元向け）に分類される。

●既存のプランとしては、太鼓ショーなどの「ショ
ー」、安さの強調「リーズナブル」、お風呂を開放
するなどの「サービス」、○○体験などの「体験」な
どがある。

●「ショー」は徹底してやること。
●「リーズナブル」では、誰に売り出したいのか、告
知方法も重要。

●「サービス」では、例えば、食事に一品加えるなど
という場合に、ホームページなどで可視可するな
ど分かりやすく表現することが大切。

●お客様にサプライズを提供し、次に来た時にも
何かあるのではといった期待感を持っていただけ
ることが大切。

●次につなげる期待感、お客様に喜んでもらえる
仕掛けづくり、プランづくりが大切。

●旅館単体での取り組みの他、地域の祭りや花火
大会などの魅力的な外部のイベントへお客様に
どうやって足を運んでもらうか、動線も課題。

●まずは行ってみたいと思わせるきっかけづくりの
ために、お客様に情報発信をしていくことが大切。

ホテル・旅館（１３：３０－１５：３０） 民宿・ペンション（１８：３０－２０：３０）

●忍野村では体験型の修学旅行を受け入れてい
る。最近は後でお土産になるものの体験への要
望も多い。（体験プログラムの蓄積がある。）

●車以外で来られる方のアクセスがよくない。
●エコツアーとして実施した「ワカサギさん、いただ
きます」（ドーム船乗船、釣り、天ぷら、薫製づくり）
はお客様の反応がよかった。

●アトリエ、ギャラリーとして一般の方の写真を飾る
場所があったらよい。

●写真の撮影ポイントをデータベース化して、効果
的に情報提供したらどうか。

●深夜チェックインのミッドナイトプランは、かつて
は利用も結構あったが、今はあまりない。

●無農薬の高原野菜を地域を挙げて取り組むとよ
い。

●巨大な芋煮会いのほうとう版を地元の素材を使
ってやったら話題性があるのではないか。

●焼酎やウイスキー、いろいろなお酒の正しい楽し
い飲み方を勉強する会を開催してはどうか。この
地域でもお酒やワインを作っている。

●「○○スイーツ」（各旅館・ホテルのスーツを箱根
スイーツとして紹介）のように、スイーツを上手く取
り上げていけるとよいのではないか。

■主な意見

１．配布資料の確認
２．前回（３／１６）の振り返り
３．ワークショップ

①前回と同じ班に分かれて、）「おすすめ、宿泊滞在プラン」を考えよう！
　　　　（コーディネーター）

・宿泊客の行動パターンをみると、夕食後、
そして翌日の朝が最も時間の空くとき。

・同じ（魅力）素材も、時間帯によって、価値が異なる。
“富士山をはじめとして、富士山・富士五湖の素材は、朝こそ最も光り輝いて見える”

◎まずは、夕食後、朝の時間帯に楽しめるプランを考えてみよう！

②平成21年度以降の展開について

■参加者が考えたプランの一例

●宿泊者向けサービス
●宿泊プランの種類
●宿泊プラン作成にあ

たり大切なこと
●その他
※具体的なアイデア

①お目覚めヒーリング
・水の音
・鳥の鳴き声ウォッチング
・草花の名前

● ● ● ●

②早朝ウォーキング
・町の発見
・地元の歴史
・地元の人との交流

● ● ● ●

③畑で収穫、朝食で食べる
・季節の農作物を
・新鮮なものを
・健康・美容

● ● ●

④心と身体もデトックスツアー
　　　　　（山歩き＋野菜の食事＋朝ヨガ）

● ● ● ● ●

①夜
・地元伝統の踊りなど
・お客様参加のイベントショー ● ● ● ● ● ● ●

②キャンプファイヤーやキャンドルナイト（夜満天の星空のも
と火を囲む）
・一緒にワインやお酒を提供する（山梨ワインの歴史の冊子
など配布して勉強会も兼ねる）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③イルミネーションツアー（冬季限定）
・貸し切りタクシーを用意して富士五湖エリアのイルミネー
ションを周遊するツアー ● ● ● ●

④スターウォッチングミニツアー（２０～２２時）

● ● ● ●

⑤夜
・ヨーロッパ式のお酒の飲み方
・昭和の音楽（レコード：フォーク・クラシック・ポップス） ● ● ● ●

ターゲット

名　称（＋概　要）

朝

夜

県
内

県外
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０
代

５
０
代

1
0
代

６
０
代

７
０
代
以
上
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感

）

期
待
感

首
都
圏

サ
プ
ラ
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ズ

効果
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０
代

３
０
代

男性

体
験

リ
ピ
ー

ト

宿泊プラン

連
泊

そ
の
他

（
　
　

）

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
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女性

1
0
代

２
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代

３
０
代

４
０
代

５
０
代

６
０
代

７
０
代
以
上

●朝の収穫体験（＋朝食）や、星空観察など、プランの実施を検討し、具体化していきます。

※平成20年度検討結果の詳細や平成21年度のスケジュール等については、富士山・富士五湖観光圏整備推進協議
会までお問い合わせください。


